
講演・ワークショップの開催報告 

                                                                    久田 英樹 

「こどもの城流働き方～手の内明かします～」と題して、諫早市が運営するこどもの城館長

の池田氏をお招きし、講演・ワークショップ（体験型講座）を開催しました。城流コミュニ

ケーション術をワーク ショップにて体験して頂き、日頃の業務や生活でのコミュニケーショ

ンの取り方について学びました。 

 コミュニケーションは、「こうすればこうなる」、「あーすればあーなる」というもので

はなく、一人一人が相手を意識し受け止め、自分と相手との思いやりの心から、良好な関係

が生まれてくるもので、千差万別の方法の中から、自分に合ったコミュニケーションの取り

方を選ぶ必要があります。 

 この研修のワークショップでは、トイを使った心

のキャッチボールや皆でフラフープを下げるという

共同作業を実践して、コミュニケーションの取り方

は、どのようなものかを体験して頂きました。 

 参加者の皆さんは、日頃の業務のストレスから解

放されて、和気藹々と時間のたつのも忘れ、すいこ

まれるように課題に集中し、最後は、笑顔でリラッ

クスできました。 

       記 

日時：9月 25日 13:30~16:30 

場所：総研棟 2階多目的ホール 

講演とワークショップ 

題目：こどもの城流働き方～手の内明かします～ 

講師：こどもの城館長 池田 尚氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 池田氏の講演の様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 フラフープを使ったコミュニケーションとは 

 

図 3 研修会の締めくくりはスキンシップ 

 

図 4 参加者で記念撮影 


